
(57)【要約】

円形ダイヤモンド研削鋸刃（１０）のような工具を提供

する。この円形ダイヤモンド研削鋸刃（１０）は、そこ

を通って鋸刃を回転可能な駆動軸に装着する実質的に中

央の孔（１１）を有する円形金属製の本体（１２）、及

びこの本体の外周に沿って間隔をあけて提供されている

複数の切刃（１４）を有する。ここでこの複数の刃溝（

１６、１８）は、切刃の間に間隔をあけて配置され、そ

の外周から内方に向かって半径方向に延びている。これ

らの刃溝は、英数字又は図形の目じるしを形成する寸法

及び形状にされている。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 円 形 の ダ イ ヤ モ ン ド 砥 粒 鋸 刃 で あ っ て 、
　 実 質 的 に 中 央 の 孔 を 有 す る 円 形 の 金 属 製 本 体 で あ っ て 、 前 記 鋸 刃 が 前 記 孔 を 通 し て 回 転
可 能 な 駆 動 軸 に 装 着 さ れ る 、 金 属 製 本 体 、
　 前 記 本 体 の 外 周 に 沿 っ て 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ て い る 、 複 数 の 切 刃 、 及 び
　 前 記 切 刃 の 間 に 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ て い る 、 複 数 の 刃 溝 、
を 有 し 、 且 つ
　 前 記 刃 溝 が 、 前 記 本 体 の 外 周 か ら 半 径 方 向 内 側 に 延 び て お り 、 且 つ
　 前 記 刃 溝 が 、 文 字 、 数 字 、 図 形 、 及 び こ れ ら の 組 合 せ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 目 じ る
し の 形 態 の 寸 法 及 び 形 状 に さ れ て い る 、
円 形 の ダ イ ヤ モ ン ド 研 削 鋸 刃 。
【 請 求 項 ２ 】
　 長 手 方 向 に 駆 動 し て 工 作 物 か ら 材 料 を 除 去 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 工 具 で あ っ て 、
　 駆 動 機 構 に 装 着 可 能 な 本 体 、
　 前 記 本 体 の 外 周 に 沿 っ て 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ て い る 複 数 の 切 刃 、 及 び
　 前 記 切 刃 の 間 に 配 置 さ れ て い る 少 な く と も １ つ の 刃 溝 、
を 有 し 、
　 前 記 刃 溝 が 、 前 記 外 周 か ら 内 方 に 延 び て お り 、 且 つ
　 前 記 刃 溝 が 、 文 字 、 数 字 、 図 形 、 及 び こ れ ら の 組 合 せ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 目 じ る
し の 形 態 の 寸 法 及 び 形 状 に さ れ て い る 、
長 手 方 向 に 駆 動 し て 工 作 物 か ら 材 料 を 除 去 す る よ う に さ れ て い る 工 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 作 業 時 に 中 心 軸 の 周 り を 回 転 す る よ う に 構 成 さ れ た 回 転 式 材 料 除 去 工 具 を 構 成 し て い る
、 請 求 項 ２ に 記 載 の 工 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 切 削 、 研 磨 、 及 び こ れ ら の 組 合 せ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 作 業 用 に 構 成 さ れ て い る 、
請 求 項 ２ に 記 載 の 工 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 鋸 刃 を 備 え て い る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 工 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 切 刃 が 複 数 の 歯 を 備 え て い る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 工 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 研 削 鋸 刃 を 備 え て い る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 工 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 切 刃 が 、 前 記 周 上 に 配 置 さ れ た 砥 粒 を 有 す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 工 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 砥 粒 が 、 ア ル ミ ナ ； シ リ カ ； 炭 化 ケ イ 素 ； ジ ル コ ニ ア － ア ル ミ ナ ； Ｍ ｇ Ｏ 、 Ｃ ｏ Ｏ
、 Ｔ ｉ Ｏ 2 、 Ｖ 2 Ｏ 3 、 Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 類 の セ ラ ミ ッ ク
酸 化 物 を 有 す る ア ル ミ ナ の 合 金 ； セ リ ア ； 亜 酸 化 ホ ウ 素 ； ガ ー ネ ッ ト ； エ メ リ ー ； ダ イ ヤ
モ ン ド ； 立 方 晶 窒 化 ホ ウ 素 （ Ｃ Ｂ Ｎ ） ； こ れ ら の 組 合 せ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 、 請 求
項 ８ に 記 載 の 工 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 駆 動 機 構 が 駆 動 軸 を 備 え て い る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 工 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 切 刃 の 間 に 散 在 し て い る 複 数 の 刃 溝 を 備 え て い る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 工 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 本 体 が 金 属 製 で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 工 具 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 刃 溝 が 、 前 記 工 具 の 操 作 中 に 前 記 コ ア の 応 力 を 開 放 す る 寸 法 及 び 形 状 に さ れ て い る
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、 請 求 項 ２ に 記 載 の 工 具 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 刃 溝 が 、 破 片 の 除 去 を 容 易 に す る 寸 法 及 び 形 状 に さ れ て い る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 工
具 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 目 じ る し が 、 前 記 工 具 の 製 品 供 給 元 を 示 す よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ２ に 記 載
の 工 具 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 金 属 製 コ ア の ダ イ ヤ モ ン ド 研 削 切 断 工 具 に 表 示 を 付 与 す る 方 法 で あ っ て 、 文 字 、 数 字 、
図 形 、 及 び こ れ ら の 組 合 せ か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 複 数 の 記 号 を 、 前 記 金 属 製 コ ア か ら
切 除 し て 、 前 記 工 具 に 目 に 見 え る 表 示 を 付 与 し 、 且 つ 前 記 工 具 の 操 作 中 に 前 記 金 属 製 コ ア
の 周 に 沿 っ て 応 力 除 去 を 可 能 に す る こ と を 含 む 、 金 属 製 コ ア の ダ イ ヤ モ ン ド 砥 粒 切 削 工 具
に 表 示 を 付 与 す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 （ ａ ） 実 質 的 に 中 央 の 孔 を 有 す る 実 質 的 に 円 形 の 本 体 を 提 供 す る こ と 、 こ こ で 前 記 本 体
は 、 前 記 孔 を 通 し て 回 転 可 能 な 駆 動 軸 に 装 着 で き る 、
　 （ ｂ ） 前 記 本 体 の 外 周 に 沿 っ て 複 数 の 切 刃 を 提 供 す る こ と 、
　 （ ｃ ） 前 記 孔 に 向 か っ て 前 記 外 周 か ら 延 び る 少 な く と も １ つ の 刃 溝 を 、 前 記 本 体 上 に 提
供 す る こ と 、 及 び
　 （ ｄ ） 前 記 刃 溝 を 、 英 数 字 及 び デ ザ イ ン の 記 号 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 目 じ る し の 形
態 す る こ と 、
を 含 む 、 永 久 的 な 目 じ る し を 有 す る 円 形 研 削 切 断 工 具 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 工 程 （ ｂ ） が 、 前 記 本 体 の 外 周 に 沿 っ て 研 磨 セ グ メ ン ト 群 を 提 供 す る こ と を 含 む 、
請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 工 程 （ ｂ ） が 、 前 記 本 体 の 外 周 上 に 砥 粒 を 提 供 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 １ ８ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 工 程 （ ｃ ） が 、 前 記 本 体 に 複 数 の 刃 溝 を 提 供 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 工 程 （ ｄ ） が 、 前 記 刃 溝 を 、 前 記 工 具 の 製 品 供 給 元 を 表 す 目 じ る し を 有 す る 寸 法 及
び 形 状 に 加 工 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 工 程 （ ｄ ） が 、 前 記 目 じ る し を 、 前 記 工 具 の 好 ま し い 操 作 方 向 の 目 に 見 え る 表 示 を
提 供 す る 寸 法 、 形 状 及 び 向 き に 加 工 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 操 作 方 向 が 回 転 方 向 を 含 む 、 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 を 含 み 、 前 記 刃 溝 が 、 前 記 工 具 の 販 売 業 者 に 関 連 し た 目 じ る し
と し て 構 成 さ れ る 、 円 形 研 削 切 断 工 具 の ブ ラ ン ド 表 示 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 工 具 の 前 記 販 売 業 者 が 、 前 記 工 具 の 転 売 業 者 を 含 む 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 を 含 み 、 且 つ 作 業 中 に 好 ま し い 方 向 に 回 転 す る よ う に 前 記 工 具
を 切 削 装 置 に 正 し く 装 着 さ せ る 目 に 見 え る 表 示 を 提 供 す る よ う に し て 、 前 記 １ 又 は 複 数 の
刃 溝 が 構 成 さ れ て い る 、 金 属 製 コ ア の ダ イ ヤ モ ン ド 研 削 切 断 工 具 の 安 全 性 を 高 め る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 １ 又 は 複 数 の 刃 溝 が 、 前 記 工 具 の 製 品 供 給 元 に 関 連 し た 目 じ る し と し て 構 成 さ れ て
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い る 、 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 を 含 む 、 機 械 的 応 力 を 開 放 さ せ 、 且 つ 工 具 の 製 品 供 給 元 を 表 示
す る た め の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 材 料 除 去 工 具 の 分 野 に 関 し 、 よ り 詳 細 に は そ の 外 周 に 沿 っ て 間 隔 を あ け て 配
置 さ れ て い る 刃 溝 を 有 し 、 こ の 刃 溝 が そ の 工 具 の 性 状 に 対 応 す る 目 じ る し を 形 成 す る 寸 法
及 び 形 状 に さ れ て い る 鋸 刃 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 普 通 の 材 料 除 去 工 具 と し て は 、 鋸 刃 、 研 磨 鋸 刃 、 及 び コ ア ド リ ル ビ ッ ト な ど の 切 削 及 び
研 磨 工 具 を 挙 げ る こ と が で き 、 こ れ ら は 通 常 の 電 動 鋸 及 び 研 削 盤 で 広 く 用 い ら れ て い る 。
こ れ ら の 工 具 は 円 形 で あ る 場 合 が 多 く 、 機 械 の ス ピ ン ド ル を 軸 と し て 作 業 時 に 回 転 さ せ る
た め に 、 そ の ス ピ ン ド ル に 中 央 で 装 着 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 帯 鋸 刃 な ど の 他 の こ
の よ う な 工 具 は 、 一 対 の プ ー リ ー の 周 り を 回 る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ れ ら の 工 具 は す
べ て 、 工 作 物 に 対 し て 一 方 向 で 材 料 除 去 の 動 き を す る よ う に 構 成 さ れ て い る 傾 向 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 工 具 は 、 作 業 の 間 に 砕 片 （ 例 え ば 削 り 屑 ） の 除 去 、 冷 却 、 及 び 応 力 除 去 な ど
の 機 能 を 与 え る た め に 、 外 周 に 刃 溝 又 は 刃 溝 状 く ぼ み （ す な わ ち 空 隙 ） を 備 え る 場 合 が 多
か っ た 。 刃 溝 ／ 空 隙 は ま た 、 Ｃ ｏ ｎ ｌ ｅ ｙ 他 の ２ ０ ０ １ 年 ３ 月 ２ 日 出 願 の Ａ ｂ ｒ ａ ｓ ｉ ｖ
ｅ 　 Ｗ ｈ ｅ ｅ ｌ ｓ 　 Ｗ ｉ ｔ ｈ 　 Ｗ ｏ ｒ ｋ ｐ ｉ ｅ ｃ ｅ 　 Ｖ ｉ ｓ ｉ ｏ ｎ 　 Ｆ ｅ ａ ｔ ｕ ｒ ｅ と い
う 名 称 の 米 国 特 許 出 願 第 ０ ９ ／ ７ ６ ９ ， ９ ４ １ 号 に 開 示 さ れ て い る よ う に 、 作 業 中 に 工 作
物 を 目 で 見 る こ と が で き る よ う に す る た め に も 、 研 削 及 び 研 磨 車 に お い て 使 用 さ れ て き た
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ ら 工 具 の う ち の 多 く の 工 具 の 一 方 向 性 は 一 般 に 、 こ れ ら の 工 具 を 機 械 に 正 し く 装 着
す る こ と を 必 要 と す る 。 こ の 要 求 さ れ る 方 向 の 向 き は 、 そ の 工 具 自 体 の 簡 単 な 目 視 に よ る
点 検 で は 、 時 た ま の 使 用 者 に と っ て 、 又 は 経 験 の あ る 使 用 者 に と っ て さ え 、 容 易 に 明 ら か
で は な い 場 合 が 多 い 。 従 っ て こ の よ う な 工 具 の 向 き を 、 印 刷 、 塗 装 、 又 は 別 の 方 法 で 工 具
に 直 接 に 表 示 し て 、 正 し い 装 着 を し や す く す る 場 合 が 多 い 。 商 標 、 販 売 用 装 飾 、 又 は そ の
他 の 製 品 供 給 元 の 要 素 を 含 め た 追 加 の マ ー キ ン グ も 、 同 様 の 方 法 で 工 具 に 直 接 に 付 与 さ れ
る 場 合 が 多 い 。 し か し な が ら 不 都 合 な こ と に 、 こ の よ う な 目 じ る し は 、 工 具 の 操 作 中 に 消
え て 読 め な く な る か 、 又 は 剥 が れ て 工 具 の 向 き 及 び ／ 又 は 製 品 供 給 元 の 正 し い 識 別 を 困 難
に す る こ と が 多 い 。 こ れ は 、 機 械 か ら 工 具 を 取 り 外 す 場 合 に 正 し く な い 再 装 着 に つ な が る
恐 れ が あ る 。 ま た こ れ は 、 そ の 工 具 の 製 品 の 供 給 元 を 正 し く 識 別 で き な い こ と に よ っ て 、
追 加 注 文 が 少 な く な る こ と に つ な が る 恐 れ も あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 っ て 前 述 の 欠 点 に 対 処 す る 改 良 さ れ た 切 削 ／ 研 磨 工 具 用 が 必 要 と さ れ て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に は 、 円 形 ダ イ ヤ モ ン ド 研 削 鋸 刃 が 含 ま れ る 。 こ こ で こ の 鋸 刃 は 、 実 質
的 に 中 央 の 孔 を 有 す る 円 形 の 金 属 製 本 体 を 含 み 、 こ の 中 央 の 孔 に 回 転 可 能 な 駆 動 軸 を 通 し
て 、 鋸 刃 を 装 着 す る こ と が で き る 。 一 連 の 切 刃 が 、 こ の 本 体 の 外 周 に 沿 っ て 間 隔 を あ け て
配 置 さ れ 、 ま た 一 連 の 刃 溝 が 、 こ れ ら 切 刃 の 間 に 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ て い る 。 こ れ ら の
刃 溝 は 、 本 体 の 外 周 か ら 半 径 方 向 内 側 に 延 び 、 目 じ る し を 形 成 す る 寸 法 及 び 形 状 に さ れ て
い る 。 こ の 目 じ る し と し て は 、 文 字 、 数 字 、 図 形 、 及 び ／ 又 は そ れ ら の 組 合 せ を 挙 げ る こ
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と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 に は 、 長 手 方 向 に 駆 動 し て 工 作 物 か ら 材 料 を 除 去 す る よ う に 構 成 さ れ
て い る 工 具 が 含 ま れ る 。 こ の 工 具 は 、 駆 動 機 構 に 装 着 可 能 な 本 体 、 及 び こ の 本 体 の 周 辺 に
沿 っ て 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ て い る 一 連 の 切 刃 を 有 す る 。 少 な く と も １ 個 の 刃 溝 が 切 刃 の
間 に 配 置 さ れ 、 こ の 刃 溝 は そ の 周 辺 か ら 内 側 に 延 び て い る 。 こ の 刃 溝 は 、 文 字 、 数 字 、 図
形 、 及 び ／ 又 は そ れ ら の 組 合 せ な ど の 目 じ る し を 形 成 す る 寸 法 及 び 形 状 に さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 更 な る 態 様 に は 、 金 属 製 コ ア の ダ イ ヤ モ ン ド 研 削 切 断 工 具 に 表 示 を 付 与 す る 方
法 が 含 ま れ る 。 こ の 方 法 は 、 金 属 製 コ ア か ら 、 文 字 、 数 字 、 図 形 、 及 び そ れ ら の 組 合 せ な
ど の 一 連 の 記 号 を 切 除 す る こ と に よ っ て 、 目 で 見 え る 表 示 を 工 具 に 付 与 し 、 且 つ 工 具 の 操
作 中 に 金 属 製 コ ア の 外 周 に 沿 う 応 力 除 去 を 行 わ せ る こ と を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 態 様 で は 、 永 続 的 な 目 じ る し を 有 す る 円 形 研 削 切 断 工 具 を 作 製 す る
方 法 を 提 供 す る 。 こ の 方 法 は 、 中 央 の 孔 を 有 す る 実 質 的 に 円 形 の 本 体 で あ っ て 、 こ の 中 央
の 孔 を 通 し て 本 体 を 回 転 可 能 な 駆 動 軸 に 装 着 す る こ と が で き る 本 体 を 提 供 す る こ と 、 及 び
こ の 本 体 の 外 周 に 沿 っ て 複 数 の 切 刃 を 設 け る こ と を 含 む 。 こ の 方 法 は ま た 、 こ の 本 体 上 に
、 こ の 外 周 か ら 孔 の 方 へ 延 び る 少 な く と も １ 個 の 刃 溝 を 配 置 す る こ と 、 並 び に 英 数 字 及 び
デ ザ イ ン の 記 号 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 目 じ る し の 形 態 の １ 又 は 複 数 の 刃 溝 を 形 成 す る
こ と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 上 記 及 び 他 の 特 徴 と 利 点 は 、 添 付 の 図 面 に 関 連 し て 挙 げ ら れ る 本 発 明 の 様 々 な
態 様 に つ い て の 下 記 の 詳 細 な 説 明 を 読 む こ と に よ っ て 一 層 容 易 に 明 ら か に な る は ず で あ る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 例 を 下 記 に 詳 細 に 述 べ る 。 説 明 を 明 快 に す る た め
に 、 図 面 中 で 示 す 同 様 な 構 成 要 素 は 、 同 様 な 参 照 番 号 を 用 い て 示 し 、 ま た 図 面 の 別 の 実 施
形 態 で 示 す 類 似 の 構 成 要 素 は 、 類 似 の 参 照 番 号 を 用 い て 示 す 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に は 、 英 数 字 及 び ／ 又 は 図 案 の 目 じ る し と し て 構 成 さ れ た 刃 溝 を 有 す
る 金 属 製 コ ア の ダ イ ヤ モ ン ド 研 削 切 断 工 具 、 例 え ば 一 般 に 石 製 の も の を 切 削 す る た め に 用
い ら れ る 種 類 の 鋸 刃 が 含 ま れ る 。 こ れ ら の 刃 溝 は 一 般 に 、 金 属 製 コ ア に 刻 み 込 ま れ る が 、
任 意 の 適 切 な 金 属 組 立 て 工 程 又 は 技 術 を 用 い て 提 供 す る こ と も で き る 。 こ れ ら の 刃 溝 は 、
製 品 供 給 元 の 情 報 （ 例 え ば 、 商 標 又 は サ ー ビ ス マ ー ク の 目 じ る し ） 、 安 全 情 報 、 又 は こ れ
ら の 組 合 せ を 提 供 す る よ う に 構 成 す る こ と も で き る 。 例 え ば 、 こ れ ら の 刃 溝 は 、 こ の 工 具
が 設 備 （ 例 え ば 電 動 鋸 ） の 特 定 の 部 品 上 に 正 し い （ 例 え ば 回 転 す る ） 向 き に 装 着 さ れ て い
る と き に 読 み や す い よ う に し て 、 工 具 販 売 業 者 の 名 称 又 は 商 標 を 表 す 文 字 及 び ／ 又 は 記 号
を 有 す る よ う に 、 且 つ ／ 又 は 非 対 称 な 文 字 及 び ／ 又 は 記 号 を 有 す る よ う に 構 成 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 従 っ て 本 発 明 の 実 施 形 態 は 、 金 属 製 コ ア の 外 周 に 沿 っ て 応 力 除 去 を 可 能 に す る と 同 時 に
、 使 用 中 に 摩 滅 し な い 又 は 同 じ く 損 な わ れ な い 目 じ る し を 提 供 す る 組 み 合 わ せ た 機 能 を 提
供 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 開 示 中 で 使 用 す る 場 合 、 本 明 細 書 中 で 述 べ る 工 具 （ 例 え ば 、 鋸 刃 ） と 関 連 し て 用 い る
と き の 用 語 「 軸 方 向 」 は 、 そ の 工 具 に つ い て の 方 向 を 意 味 す る も の と し 、 こ の 方 向 は 、 作
動 中 の 回 転 中 心 ａ （ 図 １ Ａ 及 び ２ ） に 実 質 的 に 平 行 で あ る 。 工 具 の 「 長 手 」 及 び ／ 又 は 「
切 削 」 方 向 は 、 工 作 物 に 対 し て そ の 工 具 が 材 料 除 去 運 動 を す る 方 向 を 意 味 す る 。 例 え ば 工
具 が 円 形 で あ る 場 合 、 そ の 長 手 ／ 切 削 方 向 は 軸 方 向 に 直 角 で あ る 。 工 具 の 「 面 」 は 、 切 削

10

20

30

40

50

(5) JP 2006-516488 A 2006.7.6



方 向 に 延 び る 工 具 の 表 面 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 図 を 参 照 し て 本 発 明 の 様 々 な 実 施 形 態 を 記 述 す る 。 図 １ Ａ ～ ２ で は 、 本 発 明 の 実 施
形 態 は 、 石 製 の 円 形 鋸 刃 １ ０ な ど の 切 削 工 具 を 有 す る 。 刃 １ ０ は 、 中 央 の 孔 す な わ ち 開 口
部 １ １ を 有 す る 金 属 製 コ ア １ ２ を 含 み 、 こ の 孔 を 通 し て 刃 １ ０ を 、 通 常 の 様 式 で 、 例 え ば
ね じ 付 き 固 定 具 を 用 い て 、 円 形 鋸 の ス ピ ン ド ル （ 図 示 し て い な い ） に 装 着 し 、 固 締 す る こ
と が で き る 。 図 示 し て い る よ う に コ ア １ ２ は 、 形 状 が 実 質 的 に 円 形 で あ り 、 且 つ 十 分 な 比
強 度 及 び 望 ま し く は 約 ２ ． ０ ～ 約 ８ ． ０ ｇ ／ ｃ ｍ 3 の 密 度 を 有 す る 実 質 的 に 任 意 の 材 料 を
含 む こ と が で き る 。 好 適 な 材 料 の 例 は 、 鋼 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 チ タ ン 、 青 銅 、 こ れ ら の 複 合
材 及 び 合 金 、 並 び に そ れ ら の 組 合 せ で あ る 。 十 分 な 比 強 度 を 有 す る 強 化 プ ラ ス チ ッ ク も 、
こ の コ ア を 作 る た め に 使 用 す る こ と が で き る 。 一 般 に 望 ま し い 金 属 製 コ ア 材 料 と し て は 、
Ａ Ｎ Ｓ Ｉ 　 ４ １ ４ ０ 鋼 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 ２ ０ ２ ４ 、 ６ ０ ６ ５ 、 及 び ７ １ ７ ８ が 挙 げ ら れ
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 複 数 個 の 切 刃 １ ４ は 、 一 連 の 刃 溝 １ ６ 、 １ ８ 間 に 、 コ ア の 外 周 に 沿 っ て 間 隔 を あ け て 提
供 さ れ て い る 。 図 示 の よ う に 切 刃 １ ４ に は 、 通 常 の 研 磨 鋸 刃 で 使 用 す る タ イ プ の 研 磨 セ グ
メ ン ト を 含 め る こ と が で き る 。 こ れ ら の セ グ メ ン ト は 、 コ ア １ ２ の 表 面 に ろ う 付 け 又 は 別
の 方 法 で 固 定 さ れ て い る 砥 粒 を 含 む 。 限 定 す る も の で は な い が 、 溶 融 、 焼 結 、 及 び ／ 又 は
ゾ ル ゲ ル 形 態 の ア ル ミ ナ や 、 シ リ カ や 、 炭 化 ケ イ 素 や 、 ジ ル コ ニ ア － ア ル ミ ナ や 、 Ｍ ｇ Ｏ
、 Ｃ ｏ Ｏ 、 Ｔ ｉ Ｏ 2 、 Ｖ 2 Ｏ 3 、 Ｃ ｒ 2 Ｏ 3 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 類 の セ
ラ ミ ッ ク 酸 化 物 と ア ル ミ ナ と の 溶 融 又 は 焼 結 合 金 や 、 セ リ ア や 、 亜 酸 化 ホ ウ 素 や 、 ガ ー ネ
ッ ト や 、 エ メ リ ー な ど の 実 質 的 に 任 意 の 通 常 の 研 磨 材 を 使 用 す る こ と が で き る 。 限 定 す る
も の で は な い が 、 ダ イ ヤ モ ン ド 及 び 立 方 晶 窒 化 ホ ウ 素 （ Ｃ Ｂ Ｎ ） を 含 め た 、 場 合 に よ っ て
は 金 属 被 膜 を 有 す る 超 砥 粒 を 使 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 任 意 選 択 の 変 形 形 態 と し て 刃 １ ０ は 、 図 １ Ａ に お い て 点 線 で 示 す よ う な 一 連 の 歯
１ ５ を 含 む 切 刃 １ ４ ’ を 備 え る こ と も で き る 。 歯 １ ５ は 、 例 え ば 木 材 、 プ ラ ス チ ッ ク な ど
の 比 較 的 柔 ら か い 材 料 を 切 削 す る た め に 鋸 刃 で 一 般 に 用 い ら れ る 建 前 と し て は 任 意 の 寸 法
及 び 形 状 の も の で あ る こ と が で き る 。 更 な る 変 形 形 態 と し て 歯 １ ５ は 、 炭 化 タ ン グ ス テ ン
か ら 作 製 さ れ て い る も の な ど 、 通 常 の 焼 入 れ チ ッ プ （ 図 示 し て い な い ） を 備 え る こ と も で
き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 示 の よ う に 刃 溝 １ ６ 、 １ ８ は 、 コ ア １ ２ の 外 周 か ら 半 径 方 向 内 側 に 延 び 、 好 ま し く は
丸 み を 与 え ら れ た （ 例 え ば 実 質 的 に 円 形 の ） 表 面 ２ ０ で 終 わ る （ 図 １ Ｂ ） 。 当 業 者 は 、 こ
の 丸 み を 与 え ら れ た 表 面 ２ ０ が 、 こ れ が な い 場 合 に 刃 溝 の 底 部 で コ ア に 応 力 破 壊 を 発 生 さ
せ る 傾 向 の あ る 応 力 を 有 利 に 減 衰 さ せ る の に 役 立 つ こ と を 理 解 す る は ず で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 刃 溝 は 、 英 数 字 及 び ／ 又 は 様 々 な デ ザ イ ン 要 素 を 含 め た 実 質 的 に 任 意 の 所 望 の 目 じ る し
の 形 態 に 構 成 す る こ と が で き る 。 例 え ば 図 １ Ａ 及 び １ Ｂ に 示 す 実 施 形 態 で は 、 刃 溝 １ ８ は
「 Ｗ 」 の 文 字 を 形 成 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 図 に 示 す よ う に 、 す べ て の 刃 溝 １ ６ 、 １ ８ が 目 じ る し と し て 構 成 さ れ て い る 必 要 は
な い 。 む し ろ こ の 目 じ る し を 構 成 す る 刃 溝 １ ８ は 、 図 に 示 す よ う に 通 常 の 刃 溝 １ ６ の 間 に
散 在 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 散 在 し た 配 置 は 、 前 述 の よ う に そ の そ れ ぞ れ が 比 較 的 多 数
の 歯 １ ５ と 刃 溝 １ ６ を 有 す る 切 刃 １ ４ ’ を 採 用 す る 実 施 形 態 に お い て 特 に 有 用 で あ る 可 能
性 が あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 刃 溝 １ ８ は 一 般 に 、 通 常 の 切 削 又 は 削 り 工 程 を 用 い て コ ア に 切 り 込 ま れ る 。 し か し な が
ら 刃 溝 は 、 成 型 、 打 ち 抜 き 、 又 は レ ー ザ ー 切 削 を 含 め た 任 意 の 適 切 な 製 造 工 程 を 用 い て 提
供 す る こ と も で き る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ 、 ５ 及 び ６ で は 、 円 形 鋸 刃 １ ０ の 別 の 実 施 形 態 を 、 そ れ ぞ れ 文 字 「 Ｎ 」 、 「 Ｃ 」 及
び 「 Ｖ 」 の 形 に さ れ て い る 刃 溝 １ １ ８ 、 ３ １ ８ 及 び ４ １ ８ を 有 す る 円 形 鋸 刃 １ １ ０ 、 ３ １
０ 及 び ４ １ ０ と し て 示 し て い る 。 こ れ ら の 図 は そ れ ぞ れ 、 同 じ 文 字 の 刃 溝 を 有 す る 円 形 鋸
刃 を 描 い て い る が 、 個 々 の 円 形 鋸 刃 は 英 数 字 又 は 他 の 記 号 の 実 質 的 に 任 意 の 組 合 せ を 備 え
る こ と が で き る 。 従 っ て 単 一 の 円 形 鋸 刃 が 、 頭 文 字 、 略 語 、 又 は 単 語 を 形 成 す る こ と が 可
能 な よ う に 、 様 々 な 文 字 と し て 構 成 さ れ た 刃 溝 を 備 え る こ と が で き る 。 こ の 様 式 で は 、 歯
１ ０ 、 １ １ ０ な ど を 特 定 の 購 入 者 の 注 文 に 合 わ せ て 作 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 例 え ば 、 次 に 図 ４ で は 、 「 Ｓ ａ ｉ ｎ ｔ － Ｇ ｏ ｂ ａ ｉ ｎ 　 Ａ ｂ ｒ ａ ｓ ｉ ｖ ｅ ｓ ， 　 Ｉ ｎ ｃ
． 」 製 の 工 具 ２ １ ０ は 、 「 ｓ 」 、 「 ｔ 」 及 び 「 ｇ 」 の 形 状 の 刃 溝 ２ １ ８ 、 ２ １ ８ ’ 、 ２ １
８ ” の 繰 返 し の 図 形 を 、 注 文 に 合 わ せ て 作 る こ と が で き る 。 英 数 字 の 目 じ る し に 加 え て こ
れ ら 刃 溝 は 、 会 社 の ロ ゴ の 形 態 に 構 成 す る こ と が で き る （ こ の よ う な 使 用 に 適 す る 会 社 ロ
ゴ の 例 は 、 Ｎ Ｉ Ｋ Ｅ （ 登 録 商 標 ） Ｓ Ｗ Ｏ Ｏ Ｓ Ｈ （ 登 録 商 標 ） ロ ゴ （ Ｎ Ｉ Ｋ Ｅ 　 Ｃ ｏ ｒ ｐ ｏ
ｒ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ 、 Ｂ ｅ ａ ｖ ｅ ｒ ｔ ｏ ｎ 　 Ｏ ｒ ｅ ｇ ｏ ｎ ） で あ る ） 。 従 っ て こ の 実 施 形 態 は 、
製 品 供 給 元 の 非 着 脱 式 の 商 標 ／ 表 示 を 提 供 し 、 こ れ ら は 顧 客 の 中 で ブ ラ ン ド の 識 別 を 維 持
す る た め の 便 利 な 手 段 と し て 役 立 つ 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 実 施 形 態 は ま た 、 顧 客 ／ 転 売 業 者 に 関 連 し た 目 じ る し を 有 す る 刃 溝 を 構 成 す る こ と
な ど に よ っ て 、 転 売 用 に そ れ ら 工 具 に 「 ブ ラ ン ド を 標 記 す る 」 た め の 便 利 な 手 段 を 提 供 す
る 。 こ の 様 式 で は 転 売 業 者 は 、 末 端 利 用 者 の 顧 客 に 販 売 す る た め に 注 文 製 造 し た 一 連 の 工
具 を 備 え る こ と が で き る 。 建 前 上 は 永 久 的 な マ ー キ ン グ を 含 む こ の 手 法 は 、 そ れ ら の 顧 客
に よ る よ り 大 き な ブ ラ ン ド 信 仰 を 助 長 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 上 記 で 考 察 し た よ う に 、 刃 溝 １ ８ 、 １ １ ８ な ど は 、 そ の 識 別 能 力 を 応 力 除 去 及 び
破 片 ／ 削 り 屑 除 去 の 機 能 的 面 と 結 び つ け る が 、 こ れ ら 実 施 形 態 の 別 の あ り 得 る 機 能 的 面 は
、 安 全 性 の 向 上 で あ る 。 英 数 字 の 目 じ る し は コ ア に 刻 み 込 ま れ 、 コ ア を 軸 方 向 に 貫 通 し て
い る 。 従 っ て こ れ ら の 目 じ る し は 、 そ の 刃 の 一 方 の 面 か ら 正 し く 見 る こ と が で き 、 且 つ ／
又 は 読 み 取 れ る は ず で あ る （ す な わ ち 図 ４ に 示 す よ う に 、 鋸 刃 の 上 側 に お い て 上 下 が 正 し
い 向 き で 左 か ら 右 へ 読 み 取 る こ と が で き る ） 。 一 方 、 他 方 の 向 か ら は 、 鏡 像 （ す な わ ち 鋸
刃 の 上 側 に お い て 上 下 が 正 し い 向 き で あ る が 後 ろ 向 き ） が 他 方 の 面 か ら 見 ら れ る は ず で あ
る （ 例 え ば 、 刃 が 不 正 に 装 着 さ れ た 場 合 ） 。 前 述 の よ う に 多 数 の 鋸 刃 は 一 方 向 性 で あ り 、
す な わ ち そ れ ら は 工 作 物 を 単 一 方 向 に 切 っ て 進 む よ う に 設 計 さ れ て い る 。 当 業 者 は 、 こ の
よ う な 一 方 向 性 が 一 般 に 、 セ グ メ ン ト １ ４ の 構 成 の 非 対 称 性 、 例 え ば セ グ メ ン ト １ ４ の 個
々 の 砥 粒 及 び ／ 又 は 切 削 歯 の 向 き に よ っ て 生 じ る セ グ メ ン ト １ ４ の 構 成 の 非 対 象 性 に よ る
も の で あ る こ と を 理 解 す る は ず で あ る 。 こ の こ と 自 体 、 こ の よ う な 刃 を 逆 方 向 で 操 作 す る
こ と は 不 十 分 な 切 削 性 能 及 び ／ 又 は 安 全 性 の 低 下 を 引 き 起 こ す 恐 れ が あ る 。 こ れ ら の 懸 念
に 対 処 す る た め に 本 発 明 の 実 施 形 態 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 正 し く 装 着 し た 場 合 に は 、 特
定 の 電 気 鋸 の ね じ 締 め 付 け 側 か ら 英 数 字 の 目 じ る し を 正 し く 見 る こ と が で き る よ う に し て
製 造 す る こ と が で き る 。 従 っ て こ れ ら の 実 施 形 態 は 、 刃 １ ８ 、 １ １ ８ な ど が 正 し く 装 着 さ
れ て い る か 否 か を 容 易 に 識 別 で き る 目 に 見 え る 表 示 を 提 供 す る 。 さ ら に こ の 方 向 を 示 す 情
報 は 、 コ ア １ ２ の 面 上 の 従 来 の 塗 装 又 は 貼 付 さ れ た マ ー キ ン グ と は 関 係 な く 与 え ら れ る の
で 、 こ れ ら の 目 に 見 え る 表 示 は 、 使 用 中 に 剥 げ 落 ち ず 、 不 明 瞭 に な ら ず 、 又 は 劣 化 し な い
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 を 円 形 鋸 刃 に 関 し て 述 べ て き た が 、 当 業 者 は 刃 溝 を 有 す る 実 質 的 に 任 意 の 種 類 の
切 削 又 は 研 削 工 具 を 、 本 発 明 の 精 神 及 び 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 用 い る こ と が で き る こ
と を 認 め る は ず で あ る 。 例 え ば 、 従 来 の 帯 鋸 刃 に 、 本 明 細 書 中 で 開 示 し た 刃 溝 の 形 状 を 与
え る こ と が で き る 。 こ れ に 加 え て 、 木 材 、 プ ラ ス チ ッ ク 、 及 び 他 の 比 較 的 柔 ら か い 材 料 を
切 削 す る の に 一 般 に 用 い ら れ る 種 類 の 非 研 削 円 形 鋸 刃 に 、 本 明 細 書 中 で 述 べ た 刃 溝 を 組 み
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合 わ せ る こ と が で き る 。 本 明 細 書 中 で 述 べ た 工 具 は 切 削 工 具 又 は 研 削 切 断 工 具 で あ る が 、
当 業 者 は 、 上 記 本 明 細 書 中 で 述 べ た よ う に 構 成 さ れ た 刃 溝 を 、 本 発 明 の 精 神 及 び 範 囲 か ら
逸 脱 す る こ と な く 、 従 来 の セ グ メ ン ト を 有 す る 鋼 コ ア の ダ イ ヤ モ ン ド 研 磨 車 な ど の 他 の 種
類 の 材 料 除 去 工 具 に 適 用 で き る こ と を 認 め る は ず で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ れ に 加 え て 、 本 明 細 書 中 で 述 べ た 実 施 形 態 は 目 じ る し と し て 形 づ く ら れ て い る 刃 溝 に
つ い て 開 示 し て い る が 、 こ の よ う な 目 じ る し を 、 本 発 明 の 精 神 及 び 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と
な く 、 そ の 工 具 の 外 周 の 内 側 な ど 、 そ の 工 具 上 の ど こ か ほ か の 場 所 に 配 置 す る こ と も で き
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 明 細 書 中 で は 本 発 明 を そ の 実 施 形 態 の 特 定 の 例 に つ い て 述 べ て き た 。 特 許 請 求 の 範 囲
に 示 す よ う に 、 本 発 明 の よ り 広 い 精 神 及 び 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く こ れ に 対 し て 様 々 な
修 正 及 び 変 更 を 行 え る こ と は 明 ら か で あ ろ う 。 従 っ て こ の 明 細 書 及 び 図 面 は 、 限 定 的 で は
な く 例 示 的 な 意 味 で 見 ら れ る べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ Ａ 】 本 発 明 の 材 料 除 去 工 具 の 一 実 施 形 態 の 平 面 図 で あ る 。 尚 、 こ こ で は 、 随 意 の 態
様 を 点 線 で 示 し て い る 。
【 図 １ Ｂ 】 図 １ Ａ の 材 料 除 去 工 具 の 一 部 分 の 拡 大 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ Ａ の 材 料 除 去 工 具 の 立 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 材 料 除 去 工 具 の 別 の 実 施 形 態 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 材 料 除 去 工 具 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 に つ い て の 図 ３ と 類 似 の 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 材 料 除 去 工 具 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 に つ い て の 図 ３ と 類 似 の 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 材 料 除 去 工 具 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 に つ い て の 図 ３ と 類 似 の 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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